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2.教育活動 (教育実践上の主な業績)  大学院授業担当 □有 ■無

空気入り菓子の科学 2012  7 野外活ヨlJ研究会会報

「観察の友 ,フ イールド

から」vol 121,p■ 104

菓子作 りで重要な空気の機能について具体例

を用いて解説。

陽よt) 2012  7 野外活動研究会会報

「観察の友・フイールド

から」vol 121,p■ 106

太陽の強すぎる光を回避する様々な方法につ

いて報告。

電気のない暮らし 2012  7 野外活動研究会会報

「観察の友 フイール ド
からJ vol121,p■ 107

電気が使えない発展途上国の地方での暮らし

方を報告

生き物のエネルギーと機械

のエネルギー

2012  7 野外活動研究会会報

「観察の友 フイール ド
からJ vol121,p■ 109

太陽系 ,生態系におけるエネルギー保存の法

則の具体例を図解。

後付けバリアフリー 2012  10 野外活動研究会会報

「観察の友・フイールド

かヽら」vol 122,p ll15

古い住宅におけるバリアフリー設備設置につ

いて報告

体日の名駅一時間帯による

違い

2012  10 野外活動研究会会報

「観察の友・フイール ド

から」vol 122,p■ 117

名古屋駅コンコースにおける利用人数、待ち

合わせの人々の月R装、行動の時間帯による違

いを報告

高床式大小屋 2012  10 野外活動研究会会報

「観察の友・フイールド

から」vol 122,p■ 120

浸水 し易い地域での大小屋設置の工夫を報

都市の害獣 2013  2 野外活動研究会会報

「観察の友・フイールド

から」vol 123,p■ 128

名古屋市の中心部・栄で暮らすアライグマに

ついて報告。

釣りをする人 2013  2 野外活動研究会会報

「観察の友・フイールド

から」vo1123,p l135

五条川沿いの釣り人や外来種のカメについて

報告。

ックシをつむ人 2013  2 野外活動研究会会報

「観察の友・フイールド

から」vol123,p■ 136

五条川近辺でツクシを摘む人々の考現学的記

録。

ワオキツネザルのアカンボ

ウの剖検と死因の推定

2013  3 名古屋芸術大学研究紀要

第 34巻 pp 179-184

ワオキツネザルのアカンボウの死因推定を剖

検で行った。共著者 :市野進一郎、宮本直美、

相馬貴代

口頭発表

後付けバリアフリー 2012  8 夏休み <ま ち歩きサロン

>発表会 野外活動石汗究
会 名古屋市短歌会館

建造物を構築した後からの段差や溝を埋める

方法について報告。

授業科目 生物学

◆前期  ◆後期

工夫の概要 教材・資料等の概要

多数の動画・写真を授業中に提示し、動

物の感覚について関心を喚起し、理解を

深められるようにした。また独自の出席

カードを用意した。自由記述相を広く取

り、感想や苦情、質問などを記入できる

ようにし授業参加を促す工夫である。

※パワーポイント中心の授業進行

※黒板における補助的説明

※穴埋め式プリントで学習量増加

※多数の動画・写真・図版を

PCで映写
※オリジナルの出席カードほか

教育実習巡回指導 :三重県桑名市にあ

る津田学園中学校に赴いた。「動物の

謝肉祭」の鑑賞指導が授業内容だっ

た。実習生に対 し授業進行や教材の

工夫などについてコメントを行い、

実習校の校長、教頭、教科担当教員

の各先生方とも懇談した。
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